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撚

ず

　
日
ご
ろ
自
動
車
に
占
拠
さ
れ
て
い

る
道
路
、
市
内
目
抜
き
通
り
の
長
町

・
中
町
・
本
町
通
り
が
七
月
二
十
一

日
子
供
の
国
に
〃
ヘ
ン
シ
ン
”
し
ま

し
た
。

　
臼
石
青
年
会
議
所
の
皆
さ
ん
の
企

画
に
よ
り
“
チ
ビ
ッ
コ
広
場
”
が
誕

生
し
ま
し
た
。
連
日
の
梅
雨
も
麻
生

市
長
の
チ
ビ
ッ
コ
広
場
開
き
の
挨
拶

と
、
子
供
達
の
熱
気
で
、
祝
福
す
る

か
の
よ
う
に
太
陽
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
…

…
絶
好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
わ
あ
ー
い
〃
車
が
こ
な
い
ぞ
〃

バ
イ
ク
も
だ
、
子
供
た
ち
が
手
を
と

っ
て
道
路
に
飛
び
だ
す
と
、
幼
児
も
、

よ
ち
よ
ち
と
、
あ
と
を
追
っ
て
、
し

り
も
ち
を
つ
く
。
見
守
る
お
か
あ
さ

ん
も
こ
の
時
ば
か
り
は
に
こ
に
こ
。

　
車
が
通
ら
な
い
、
交
通
事
故
に
無

関
係
と
い
う
こ
と
は
、
こ
ん
な
に
す

ば
ら
し
い
こ
と
な
の
か
…
…
と
い
う

顔
と
顔
、
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
ま
し

た
。

　
絵
画
教
室
、
移
動
図
書
館
、
手
芸

　
教
室
等
の
文
化
の
国

　
跳
び
箱
、
空
手
実
演
、
バ
ド
ミ
ン

　
ト
ン
等
の
ス
ポ
ー
ツ
の
国

　
ア
ツ
ギ
バ
ン
ド
の
音
楽
の
国
、
子

供
は
思
う
存
分
、
の
び
の
び
と
遊
び
、

大
人
も
童
心
に
か
え
っ
て
の
六
時
間

（
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
）
チ
ビ

ッ
コ
広
場
は
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
す

ぎ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
す
ば
ら
し
い
〃
チ

ビ
ッ
コ
広
場
”
を
実
現
さ
せ
て
く
れ

た
、
白
石
青

年
会
議
所
、

白
石
警
察
署
、

白
石
市
交
通

指
導
隊
を
は

じ
め
、
関
係

者
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
柴
谷
白
石

青
年
会
議
所

理
事
長
談
『

チ
ビ
ッ
コ
広

場
は
関
係
各

位
の
ご
協
力

に
よ
り
大
成

功
で
し
た
。

今
後
は
計
画

の
段
階
か
ら

子
供
達
の
参

加
を
求
め
、

創
造
す
る
喜

び
の
中
で
、

人
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切

に
す
る
社
会

性
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ

う
な
広
場
に

し
た
い
と
思

い
ま
す
。
』
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上
戸
沢
の
旧
宿
場
町

白
石
市
史
編
纂
委
員
飯
沼
寅
治

　
旧
小
原
村
に
は
、
三
百
数
十
年
の

昔
か
ら
源
義
経
の
家
臣
、
常
陸
坊
海

尊
に
ち
な
む
小
原
温
泉
の
あ
る
下
小

原
と
、
古
来
か
ら
奥
州
と
出
羽
（
秋

田
、
山
形
）
を
結
ぶ
七
ケ
宿
街
道
の

通
路
に
あ
た
る
上
小
原
に
、
そ
れ
ぞ

れ
肝
入
（
村
長
）
が
お
っ
た
。
小
原

村
全
体
は
片
倉
家
の
領
分
で
、
和
紙

や
葛
粉
の
産
が
あ
り
、
幕
末
か
ら
は

養
蚕
、
明
治
以
降
は
炭
焼
が
盛
ん
に

な
っ
た
所
で
、
昭
和
三
十
二
年
に
白

石
市
に
合
併
し
た
山
村
で
あ
る
。

　
表
紙
写
真
の
上
戸
沢
の
旧
宿
場
は
、

江
戸
か
ら
出
羽
に
下
る
参
勤
交
代
の

大
名
に
と
っ
て
は
、
最
初
の
難
路
で

あ
る
小
坂
峠
の
急
坂
を
よ
じ
登
っ
て

来
て
、
一
息
入
れ
る
小
宿
場
町
で
七

ケ
宿
街
道
の
入
口
に
あ
た
り
、
峠
の

頂
上
（
海
抜
四
四
一
米
）
に
は
秋
田

侯
寄
進
の
不
動
堂
が
今
も
安
置
さ
れ

て
い
る
。

　
上
戸
沢
の
西
に
は
、
か
っ
て
黒
森

銀
山
が
あ
っ
て
永
禄
二
年
（
一
五
五

九
）
か
ら
採
堀
さ
れ
た
か
ら
、
当
地

方
は
早
く
か
ら
交
通
が
発
達
し
て
い

た
。
約
三
三
〇
年
前
の
宿
場
の
戸
数

は
二
四
戸
で
、
不
断
組
七
戸
、
足
軽

一
〇
戸
、
山
伏
金
剛
院
（
現
、
万
蔵

稲
荷
社
掌
熊
谷
氏
）
と
大
部
分
が
士

分
だ
っ
た
。
宿
場
の
長
さ
は
約
二
二

O
米
で
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）

に
は
、
戸
数
二
九
戸
で
あ
っ
た
が
現

在
は
二
七
戸
で
あ
る
。

　
宿
場
民
は
大
名
行
列
、
城
米
輸
送
、

出
羽
三
山
詣
等
の
運
輸
関
係
で
生
計

を
立
て
て
お
り
、
出
羽
十
三
大
名
の

通
過
の
際
、
助
郷
人
足
が
宿
泊
し
た

り
、
三
山
詣
の
客
が
、
旧
検
断
木
村

家
（
現
在
は
木
村
常
吉
氏
居
住
）
だ

け
で
も
幕
末
に
二
、
五
九
三
人
も
泊

っ
た
程
で
大
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　
上
戸
沢
は
桑
折
地
方
の
幕
領
か
ら

ニ
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
で
、
南

の
入
口
の
東
側
の
金
剛
院
の
北
隣
に

番
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
仙
台
藩

内
五
大
番
所
の
一
つ
で
、
仙
台
藩
派

遣
の
百
石
取
り
の
士
が
、
上
戸
沢
、

下
戸
沢
の
足
軽
を
指
揮
し
て
警
戒
に

あ
た
っ
て
い
た
。

　
明
治
維
新
以
来
、
時
勢
の
変
遷
に

よ
り
部
落
民
は
宿
屋
や
運
輸
業
を
や

め
て
養
蚕
や
炭
焼
業
に
転
向
し
、
旧

番
所
の
建
物
は
、
旧
検
断
木
村
氏
の

蚕
室
に
転
用
さ
れ
た
。
し
か
し
今
も

部
落
全
体
は
写
真
で
見
る
通
り
、
萱

葺
屋
根
の
家
屋
が
櫛
比
し
、
出
ゴ
ウ

シ
や
シ
ト
ミ
戸
な
ど
の
宿
場
景
観
が

一3一天皇の玉音放送、ポッダム宣言を受諾（昭和20年）
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平間安男君の作

●
こ
の
ぺ
ー
ジ
は
み
な
さ
ん
が
主
役
で
す
。
あ
な
た
の
意
見
や
声
を
お
送
り
く
だ
さ
い

は
疫
病
の
媒
介
を
す
る
蚊
の
発
生
源

と
な
り
、
保
健
衛
生
上
好
ま
し
く
な

い
。
）
運
動
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
。　

お
盆
の
花
竹

　
　
お
供
え
を

　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
う
〃

心
の
ふ
れ
あ
う

八
月
十
五
日
正
午

全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
　
行
事
に
全
市
民
が

　
　
　
参
加
し
ま
し
ょ
う

八
月
十
五
日
、
日
本
武
道
館
に
お
い

て
全
国
戦
没
者
追
悼
式
を
行
な
わ
れ

る
に
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
当
日
に
は
全
市
民
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
ま
た
は
家
庭
に
お
い
て

こ
の
行
事
に
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
新
県
民
生
活
運
動

ジ
明
る
－
住
み
よ
い
地
域
社
会

薫
　
を
つ
く
る
た
め
に
、
市
民
一
人

ぺ　
　
　
一
人
が
自
主
的
に
行
う
運
動
が
、

　
　
新
県
民
生
活
運
動
で
す
。

　
の
　
　
今
年
は
こ
れ
ま
で
の
実
績
を

蔭
更
に
、
進
展
さ
せ
る
と
共
に
、

爆
最
近
の
社
会
蕩
の
変
化
に
対

莇
響
灘
動
齢
響
紹

　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
つ
く
る
運
動

　
○
心
の
ふ
れ
あ
う
新
し
い
ふ

　
　
る
さ
と
を
つ
く
り
ま
し
ょ

　
　
う
。

　
○
愛
の
輪
を
あ
た
た
か
い
心

　
　
で
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
○
生
活
の
む
だ
を
な
く
し
ま

　
　
し
よ
う
。

　
○
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
考

①
　
心
の
ふ
れ
あ
う
社
会
を

②
も
の
を
大
切
に
す
る
運
動

　
　
え
ま
し
ょ
う
。

③
美
し
い
郷
土
を
つ
く
る
運
動

　
○
自
然
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に
し

　
　
ま
し
ょ
う
。

④
健
康
と
安
全
を
ま
も
る
運
動

　
O
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　
　
ン
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
○
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事

　
　
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
の
経
済
や
世
相
の
動
き
の
中

で
、
冠
婚
葬
祭
等
の
行
事
か
盛
大
に

し
か
も
華
美
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

交
際
に
要
す
る
支
出
が
生
計
を
圧
迫

す
る
事
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
か
ら
、
こ
れ
ら
の
簡

素
化
、
虚
礼
廃
止
を
望
む
声
が
出
て

お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
『
花
竹
廃

止
』
　
（
花
竹
と
は
、
お
盆
の
墓
参
り

の
際
、
お
互
い
の
墓
に
氏
名
を
記
入
’

し
た
花
竹
を
飾
り
合
う
風
習
で
花
竹

　
今
次
の
大
戦
に
お
け
る
全
戦
没
者

に
対
し
国
を
あ
げ
て
追
悼
の
議
を
捧

げ
る
た
め
、
政
府
主
催
の
も
と
に
、

ま

1　市役所駐車場
1　　　　ご利用の皆さんへ

驚許
勝

欝

｝

残
既鐵

灘
”灘灘

　
脚

疎
甜

一
、
式
典
当
日
、
公
的
機
関
は
、
半

　
旗
を
掲
げ
て
下
さ
い
。

二
、
式
典
当
日
正
午
に
お
け
る
黙
と

　
う
（
一
分
問
）
に
つ
い
て
、
ひ
ろ

　
く
全
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
ま

　
た
は
家
庭
に
お
い
て
黙
と
う
し
て

　
下
さ
い
。

　
な
お
、
式
典
当
日
は
、
N
H
K
の

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
よ
り
中
継
放
送

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
十
一
時
五
十

分
に
開
始
さ
れ
ま
す
。

織㌢、縣瀦晶、り
15日～17日…納涼盆踊り大会　駅前広場19．00～21．30
　　　　　日本のまつり“青森ねぶた脳
　　　　　カーニバルパレード郵短亘長中本駅
17日’……騨鋳一2レ　鷺→爵→碍→町→町→町→前

　　　　　ブラスバンド　　　（14．00一出発19・OO一出発）

18日…一一…一一白石花火大会19，00～自石川下流仕掛20台
18日………一水掛けみこし　11．00～1．00～

一4一

灘
．

轄
難

　
市
役
所

に
自
動
車

で
来
所
さ

れ
る
市
民

の
皆
様
方

は
、
市
庁

舎
前
駐
車

場
を
ご
利

用
下
さ
い
。

　
こ
の
駐

車
場
を
、

多
く
の
市

民
の
方
々

に
ご
利
用

し
て
い
た

だ
く
た
め

に
、
駐
車
券
を
発
行
し
、
次
の
方
法
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調

で
整
理
に
当
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
一

協
力
下
さ
い
。

　
市
庁
舎
前
駐
車
場
入
口
に
管
理
室
諏

が
あ
り
、
管
理
室
に
は
車
輌
整
理
員
’

が
お
り
、
車
輌
の
整
理
に
当
っ
て
お
↓
．

り
ま
す
の
で
、
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
．

る
と
き
は
、
管
理
室
前
で
一
担
停
止
い

し
て
用
務
先
を
告
げ
て
下
さ
い
。

　
整
理
員
が
駐
車
券
を
お
渡
し
し
ま
恥

す
か
ら
、
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
、
氏
一
一

名
、
用
件
を
記
入
し
て
、
用
務
先
に
“

行
き
、
用
件
が
終
了
し
た
あ
と
、
最
’

初の民放テレビ本放送（昭和28年）

購
辮
纏
穆
國
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T
く
使

い
ま
し
ょ
う

み
ん
な
の
道
路

　
八
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」

と
し
て
建
設
省
が
中
心
と
な
っ
て
全

国
的
に
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
と

と
も
に
国
民
全
体
が
道
路
を
正
し
く

使
い
愛
護
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
道

路
を
広
く
美
し
く
安
全
に
使
用
す
る

運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
量
が
激
増
し
、
連
日
、
悲
惨

な
交
通
事
故
が
続
発
し
て
い
る
お
り

か
ら
交
通
安
全
を
守
る
た
め
、
道
路

乏
多
彰
多
髪
多
グ
乏
多
イ
多
髪
だ
多
髪
チ
多
多
多
を
髭

農
家
の
皆
さ
ん

　
ワ
イ
ル
病
予
防
接
種
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
。

の
不
正
使
用
は
絶
対
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
例
え
ば
許
可
な
く
し
て
路
上
に
看

板
を
立
て
た
り
、
商
品
を
路
上
に
積

ん
で
お
い
た
り
陳
列
す
る
こ
と
は
や

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
建
築
資
材
を

置
く
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

道
路
は
常
に
美
し
く
正
し
く
使
い
ま

し
よ
う
。

7髪

乏
多
を
多
を
多
κ
多
憂
萎
多
を
多
4
多

　
④
料
　
金
　
無
料
（
全
額
市
費
負
担
）

　
⑤
申
　
込
　
八
月
十
七
日
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
市
役
所
又
は
出
張
所

　
　
　
　
　
　
分
室
へ

黙

　　」

　
こ
れ
ま
で
、
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
、
障
害
福
祉
年

金
受
給
者
（
但
し
市
県
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
）
に
限
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
医
療
費
の
無
料
化
が
、
今
回
更
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
該
当
す
る
方
又
は
、
該
当
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
市
社
会
福
祉
事

務
所
、
出
張
所
（
分
室
）
に
ご
相
談

下
さ
い
。

該
当
す
る
方

無
料
化
拡
大
さ
れ
る

　
ワ
イ
ル
病
は
死
亡
率
も
高
く
、
後

遺
症
も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　
特
に
今
年
は
「
ね
ず
み
」
が
多
く

発
生
し
て
お
り
、
危
険
率
も
高
く
な

っ
て
お
り
、
田
や
川
、
堀
な
ど
で
作

業
中
に
感
染
し
ま
す
。

　
就
農
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に

予
防
接
種
を
受
け
て
、
安
心
し
て
仕

事
に
精
出
し
て
下
さ
い
。

②①
日対

時象

③
場
所

就
農
者
及
び
希
望
市
民

八
月
二
十
一
日

八
月
二
十
八
日

午
後
一
時
半
～
二
時

市
民
会
館

　
く
す
る
た
め
、
知
事
が
交
付
し
ま

　
す
。
こ
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
福

　
祉
事
務
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

②
身
体
障
害
者
で
、
一
級
、
二
級

　
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
、

　
二
十
才
以
上
の
方

　
※
　
①
、
②
と
も
国
民
年
金
法
施

　
行
令
に
定
め
る
、
所
得
制
限
が
あ

　
り
ま
す
。

③
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て

　
い
る
者
に
監
護
さ
れ
て
い
る
方
。

略おばけ大会“

第2児童館におばけ

が出るぞ〃

みんなで見にゆこう。

8月22日～23日
　午前の部10．00～12．OC

　午後の部1．00～3．00

　
　
『
議
会
を
み
つ
め
る
会
』

　
　
　
参
加
者
を
募
集
中

　
臼
石
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

、
応
で
、
九
月
定
例
市
議
会
の
『
議
会
を

み
つ
め
る
会
』
参
加
者
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
内
、
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
事
務
局
に
郵
便
ま
た
は
電
話
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
令
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

　
議
会
傍
聴
の
期
日
等
は
、
決
定
次

第
直
接
本
人
あ
て
に
、
ご
通
知
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
団
体
の
参
加
も
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

　、975
　予約受付中

お劔禦纏
　　　所（分室》

申込〆切塑

水
道
料
金
の
ロ
座
振
替
日
変
更

　
け
て
い
る
二
十
才
以
上
の
方

　
※
「
療
育
手
帳
」
と
は
精
神
薄
弱
醐

　
児
（
者
）
に
援
助
措
置
を
受
け
易
解

①
療
育
手
帳
（
A
）
の
交
付
を
受
曲

老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
・

－
更
新
は
、
お
す
み
で
す
か

　
七
十
七
銀
行
口
座
振
替
を
、
ご
利

用
し
て
お
る
方
の
、
水
道
料
金
口
座

振
替
日
が
、
同
銀
行
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
と
も
な
い
、
次
の
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
す
。

◎
毎
月
二
十
日
（
旧
十
五
日
）

　
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
つ
き
ま
し

て
は
、
従
来
ど
お
り
毎
月
十
五
日
が

振
替
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一5一

　
老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期

間
は
六
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受

給
者
証
は
、
七
月
一
日
以
降
は
使
用

出
来
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
更
新
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

お
早
く
更
新
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

更
新
場
所
　
市
役
所
内
福
祉
事
務
所

（大正4年）

夏俳み子ども会

　一人形づくり一

自分で人形を作って、楽し

い人形劇をやりませんか。

とき　8月6日
　　午前10時～12時
会費　無　　料

　　　　図書館

r夏季開館延長
　　一午後6時まで一一

夏休み期間中、涼しく新し

い図書館で読書を〃

期間　7月22日～8月22日
時間　午前8時30分

　　　　　～午後6時
　　大いにご利用下さい。

　　　図書館

ミ
圃第1回全国中義野球大会〔現在の高校里予球の前身
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対
　
象

地
　
区

　
ー
●

対
　
象

地
　
区

場
　
所
　
白
石
保
健
所

　
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
49
年
2
月
出
生
者

日
　
時
　
8
月
2
0
日
　
午
後
1
時

灘
τ
石
地
区

　
し
　
　
　
し
　
テ

日
　
時
　
8
月
2
2
日
　
午
後
1
時

日
　
醸
　
8
月
1
日
　
午
後
1
時

　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
越
河
・
斎
川
・
大
平

　
　
　
　
　
大
鷹
沢
・
白
川

　
　
　
　
　
福
　
岡
・
小
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

日
　
時
　
8
月
8
日
　
午
後
1
時

　
　
　
　
｝
白
石
地
区

蝶臨爵
（
内
線
二
〇
一
番
）

　
妊
婦
相
談

該
当
者
　
7
月
届
出
の
者

日
　
時
　
8
月
1
3
日
　
午
後
1
時

場
　
所
　
臼
石
市
民
会
館

　
三
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
4
月
1
日
～
3
0
日
ま
で
の

　
　
　
出
生
者

　
　
土
寸

地対

区象

福大越
　鷹
岡沢河

小白斎
原川川

　　大
　　平

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
十
ニ
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
48
年
7
月
出
生
者

日
時
8
月
1
4
日
午
後
1
時

場
　
所
　
白
石
市
民
会
館

　
三
才
六
カ
月
児
検
診

該
当
者
　
昭
和
4
6
年
2
月
1
日
～
2
8

　
　
　
　
日
ま
で
の
出
生
者

日
　
時
　
8
月
2
7
日
　
午
後
1
2
時
30

　
　
　
　
分
～
1
時
ま
で
受
付

場
所
白
石
保
健
所

健
康
相
談

　
　
：
自
動
血
圧
計
で

　
　
　
　
目
や
す
を
…
：

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
老
人
ま
で
、
巾
広

く
市
民
の
方
々
の
健
康
管
理
に
つ
い

て
、
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　
台
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

8
月
5
日

8
月
6
日

8
月
6
日

8
月
7
日

惣
・
今
月

｛
　
午
前
9
時
～
12
時

　
市
役
所
女
子
休
憩
室

｛
　
午
前
9
時
～
1
2
時

　
越
河
出
張
所

｛
　
午
後
1
時
～
3
時

　
斎
川
出
張
所

｛
　
午
前
9
時
～
1
2
時

　
臼
川
出
張
所

の
納
税
一
一
一
三
一
一
ご
三
一
濤

8
月
9
日

8
月
9
日

8
月
2
1
日

8
月
28
日

｛午
前
9
時
～
12
時

大
鷹
沢
出
張
所

｛午
後
1
時
～
3
時

大
平
分
室

｛午
前
9
時
～
1
2
時

福
岡
分
室

｛午
前
9
時
～
1
2
時

小
原
診
療
所

市
内
で
た
ば
こ

　
を
買
い
ま
し
ょ
う

“

圏
凹
囲
囲
（
内
線
三
三
番
）

　
社
会
保
険
相
談
所
開
設

　
各
種
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
等
に

つ
い
て
、
仙
台
社
会
保
険
事
務
所
よ

り
相
談
員
が
来
て
、
年
金
に
つ
い
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
下
さ

日
時
8
月
2
2
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
白
石
商
工
会
議
所

国
］
（
内
線
一
二
七
番
）

　
行
政
相
談
日

日
　
時
　
8
月
10
日
（
土
曜
日
）

　
　
　
　
午
前
1
時
～
3
時

場
　
所
　
臼
石
市
役
所
市
民
相
談
室

閣
（
内
線
一
六
一
番
）

　
定
期
生
活
相
談

湘
市
県
民
税
第
二
期
脚

騨
．
、
一
．
一
一
一
．
．
一
一
…
・
．
一
選
完
納
に
ご
協
力
下
さ
い
瓠

日
　
時
　
8
月
5
日
　
1
5
日
　
26
日

　
　
　
　
午
前
10

時
～
12
時

場
所
自
石
市
役
所
第
二
会
議
室

　
高
令
者
職
業
紹
介
相
談

日
　
時
　
8
月
6
日
　
20
日

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
2
時

場
　
所
白
石
市
役
所

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

　
補
聴
器
の
巡
回
サ
ー
ビ
ス

日
　
時
　
8
月
9
日

　
　
　
　
午
前
10
時
～
3
時

場
　
所
　
自
石
市
役
所

　
　
　
　
社
会
福
祉
事
務
所

國
（
⑤
昊
六
。
番
）

8
月
の
行
事

旨
（
⑤
三
圭
。
番
）

8
月
の
行
事

日
本
舞
踊

茶
道
裏
千
家

料
　
　
　
理

華
道
池
坊

華
道
小
原
流

ギ
　
タ
　
ー

和
　
　
　
裁

剣
　
　
　
道

ピ
ン
ポ
ン

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

社
交
ダ
ン
ス

民
謡
愛
好
会

医番

5
日
12
日
19
日
2
6
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

6
日
1
3
日
2
0
日
2
7
日

1
日
8
日
1
5
日
2
2
日

2
日
9
日
1
6
日
2
3
日

3
日
10
日
1
7
日
24
日

3
日
1
0
日
1
7
日
2
4
日

5
日
12
日
1
9
日
2
6
日

1
日
6
日
8
日
1
3
日

15

日
2
0
日
2
2
日
2
7
日

29

日
1
日
8
日
1
5
日
22
日

29

日
1
日
8
日
1
5
日
22
日

29

日
2
日
9
日
16
日
2
3
日

30

日

科外

1訓

1謝

劃

刈田病院⑤2

朝倉病院⑤2

刈田病院⑤2

銭谷医院⑤2

刈田病院⑤2

宮城医院⑤2

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210
亘理医院⑤2355
大沼医院⑤2502
芭　医院⑤2410
水野医院⑤2735
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2723201396
日日日日日日

囲民盆囲民盆
碁謡栽碁謡栽

将謡生将謡生
棋曲花棋曲花

書詩茶書詩茶
道吟道道吟道

当日休

科内曜日月

日
日
日
日
日
日

4
1
1
1
8
2
5
1
8

8

9

圃白石市の入・7月・日現在9．846世帯男2・．・・2人女21．318人計41．32・人

，


